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8． レ
ー

ザ
ー
走査型超音波干渉顕微鏡

　　に よ る 骨格筋 の 弾性率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鈴　木　　　篤

　我々 は こ れ ま で 筋 肉全 体 の 平均的 な超音波弾性率 の 測定 を行 っ て きた が ， 本研 究 で は空聞的

分解能が 高い と い う特徴 を持 つ レ
ーザー

走査型超 音波干渉顕微鏡 （SLAM ）を用 い て ， 筋 肉

内の 微細な弾性率分布 を測 定 した。また弛緩時 と収縮時 の 弾性率分布 の 変化 の 観察 を試 み た 。

そ こ で は最近八 田 らが提案 して い る ， ク ロ ス ブ リ ッ ヂ内に あ る弾性要素の 弾性定数は
一

定で は

な い ， とい う説 を支持す る結果が得 られ た 。 さ らに超 音波パ ル ス 法で
， 超音波 の 入射 角度 を調

整 す る こ とに よ り， 弾性 ス チ フ ネ ス マ ト リク ス 定数 Cll， C33 及び Cl3 を求 め ，　 S　LAM で 測

定 され る筋肉中の 縦波音速 を評価 した 。

9。 核 四 重極 二 重共鳴測定装置の 試作

鈴　木　勝　博

　核 四 重極共 鳴は 存在比 が僅 か な原子核に つ い て は信号 の 強度 が極 め て 弱 く測定が困難で あ っ

たが ， 最近の 核四 重極二 重 共鳴測定装置の 発展 に よ り高感度 で 簡易な 装置を作る こ とが可能 に

な っ て きて い る。

　核四 重極二 重共 鳴の 研究の 一
例 と し て 強誘電体の K 馬 PO4 （KDP と略す ）に っ い て 応用 さ

れ て い る例が あ り， 相転移 に伴 う0 の 位置で の 電揚勾配 の 変化 を
170

と
111

と の 核四 重極二 重

共 鳴 の 測定か ら知 る こ とがで き る。

　本研究 では ， KDP 型の 強誘電体 の 相転移に つ い て ，核四 重極 二 重共 鳴に よ る 詳細な測定を

行 うこ と を目的 と して ， 高感度 で温度 コ ン ト ロ
ー

ル の 容易な構造 を持 つ 核四 重極二 重共鳴測定

装置を試 作 し ， 試み と して 室温 に お い て KDP の 核四 重極二 重共 鳴の 測定を行 っ た 。

10． 非磁性 非晶質合金 の 電子輸送現象

田　 中　光　浩
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　非磁性非晶質合金 で は電気抵抗 の 温 度係数 （TCR ）が 負に なる現象が しば しば観測 され る。

非磁 性非晶質合金 は フ ェ ル ミ レ ベ ル EF 近傍 の 電子 が SP 電子 に支配 され て い る系 と d 電子 に

支配 され て い る系に大別出来る 。 前者は水谷 ら の 研究に よ り負 の TCR の オ リジ ン の み な らず

10 〜 300K の 領域 に お け る抵 抗の 温度依存性 ま
一
で 電子

一
格子相互 作用 を考慮 した 伝導理 論で

よ く説明 で きて い る 。 本研究 で は後者 の グル
ープの 電気伝導機構 を Y − Al ， La 一基 ，

　 Cu −

Zr ，
　 Cu − Ti 非晶質合金 を用い て 系統的 に研 究 した 。 そ の 結果

（1） EF 近傍 の 状態密度は d 電 子 に よ り支配 されて い る こ と 。

（2｝ 40 − 300K の 温 度領域 で 抵抗 ρ は ρ／ρ300K
＝ A ＋ Bexp （

− T／Zi）に 従 い
，　 d 電子系に

　　特有な こ と。

（3） 特 性温度」は デバ イ温度 θD ， 係数 B は EF にお け る d 電子状態密度に比 例す る こ とが明 ら

　　 か に な っ た。

11． AC カ ロ リメ トリ
ー

に よ る ， 単分散 ポ リス チ レ ン め

　　　ガ ラ ス 転移 ， 液体一 液体転移 に 関す る 研究

長　谷 　隆　司

　異 な る数平均分子 量 （Mn ）を もつ
， 4 種類 の 単分散ポ リス チ レ ン の 熱容量 を ，

　 AC カ ロ リメ

ト リ
ーで 測 定 した 。 そ れ ぞ れ の 試料 に つ い て ， 熱容量 の 温度依存性 か ら ， ガ ラ ス 転移点 （Tg ）

を求 め ，
1st　heating　 run と 1st　 cooling 　 run 以 後で の そ れ ぞ れ の Tg に つ い て ，その Mn

依存性 を比較 し検討 した 。 ま た ， そ の 存在に つ い て議論 され て い る ， 液体
一液体転移点 （T／／）

で の 熱容量 の 異常 を検出 したの で ， そ れに つ い て も報告す る 。

12． Si （111）再 × Vfl
’
　Ag の RHEED に よ る研究

藤　井　 隆　行

　Si （111）7x7 表面 を 200QC か ら 500 ℃ の 温度 に保 ち Ag を蒸着 した場合，　 Si 内部構造 の

痔 倍 の 周期 を もつ 2 次元 的な超格子 ，
つ ま り Si （111）〉写 XV 写 Ag 構造を形成す る 。

　今回 Si （111 ）再 × 梧
一
Ag 構造 を解析す る た め に反射高速電子線回折 （RHEED ）， オ

ー

ジ ェ 電子分光法 （AES ）， 昇温脱離法 （TDS ）に よ る観察及び RHEED 　OO 一
ロ ッ ド ロ ッ キ
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